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◇　東京の都心近郊では，年明け早々の 1月 6 日に，2 年ぶり

に雪が積もりました．雪国にお住まいの皆様からは一笑され

るかもしれませんが，当地では備えがないので結構な一大事

です．予期せぬ雪に，保育園児の子ども達は大喜びでした．

私は通勤への影響を厄介に思いつつ，また昔と比べて降雪が

減ったことに忍び寄る温暖化の影響を感じながらも，凛然と

一変した雪景色に冬の趣を感じておりました．

◇　本号のリレーエッセイでは「予期せぬこと」が寄稿されて

います．日常の家庭や仕事をはじめ，昨今ではコロナ禍など

社会レベルにおいても大小様々な想定外の出来事が起こりま

す．既に起こったことは変えられませんので，それを踏まえ

た上で，現在と未来をどうしていくか，柔軟に対応する「臨

機応変力」が今後益々必要になると感じます．

◇　さて，お知らせしているとおり，「ぶんせき」誌は来月号

より電子版へ移行します．不易流行という言葉があります

が，時代に即した変化を重ねていくことこそが，本質的に不

変な伝統なのではないでしょうか．媒体が変わっても，会員

各位にとって変わらず有用な機関誌となるよう精進してまい

ります．引き続きご支援のほど，よろしくお願い申し上げま

す． 〔K. M.〕
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